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細胞内 Ca2 ＋の変化 と電気的活動の 高速同時測定
一 フ レ ー ム トラ ン ス フ ァ

ー 型冷却 CCD カ メ ラを用 い て 一

宮川 博義 （山形大 ・ 医 ・ 第 2生 理 ）

　脳の 高次機能は中枢神経細胞の 数 n1S  か ら数百 msec の 時間領域の 活動によ っ て

つ か さどられて い ますが 、 その 活動の 多 くは細胞内th濃度の 変化を伴い ます。 中

枢神経細胞の Ca変動の 測定 には大き く分けて 二 つ の 目的があ ります 。 第一 は 、 神

経細 胞の 活動が原因 とな っ て 起 きる細胞内過程を しらべ るこ とで す 。 シ ナプス入

力に よ っ て賦 C め活性化に必要 な程度の Ca上昇がはた して起きる だろ うか 、 とい っ

た疑 問に 答え る こ とに な ります 。 第二 は 、
Ca変動を観察す るこ とに よ っ て 、 神経

細胞 の 情報処理 素子 と して の 活勁を調べ るこ とで す 。 どの よ うな電位が細胞の ど

こ に分布 して い るの か 、 とい っ た問題 に答える こ とにな ります 。 いずれ の場合に

も、適 切な 時間お よ び空間分解能が必要です し、 また 、 電気的活動 との 相関を見

るこ とが重要 です 。

　科学計測用 フ レ
ー

ム トラ ンス フ ァ
ー型冷却 CCD カ メラ を中心 と した Ca測定 シス

テ ム は 、 上 記の 目的に あ っ た優れた シス テム ですが 、 その 利点に は次の よ うな も

の が あ ります 。
1）動作範囲が広 く、 しか もその 全範囲に わた っ て 直線性が あるの

で 、 信頼で きるキャ リブ レ
ー

シ ョ ンがで きる 。
2）対象物の 輝度 、 必要な時間分解

能 、 空間分解能な どに 合わせ て 画像取 り込みの 設定を変え られる 。
3）時間的に も

空 間的 に もデ
ー

タ
ー
をの が さない 。

4）高効率、高S／N で あ る 。

　海馬 CA1 錐体細胞か らの 測定例 では、 1）シナプス入力に よ っ て 樹状突起部 にCa

濃度上昇が 起 きるが 、 それ は ナ トリウム スパ イ ク発生 に伴 うもの で ある こ と、 2）

樹状突起の 全長に わ た っ て 膜電位感受性 Caチ ャ ンネル が分布 して い る こ とが わか

りました 。
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